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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　赤，緑及び青をそれぞれ発光する第１～第３発光素子と；
　前記第１～第３発光素子を駆動するための駆動回路と；
　前記第１～第３発光素子と前記駆動回路との間に連結されて，前記第１～第３発光素子
の駆動を順次制御するためのスイッチング回路と，
を備え，
　同一のデータ線を介して前記データ信号の伝達を受けて隣接した第１～第３画素は，前
記第１画素の前記第１発光素子～第３発光素子の発光順序と，前記第２画素の前記第１発
光素子～第３発光素子の発光順序と，前記第３画素の前記第１発光素子～第３発光素子の
発光順序と，がそれぞれ異なるように具現され，
　前記駆動回路は，
　ゲートに印加される第１電圧に対応して第１電源の伝達を受けて前記３個の発光素子に
駆動電流を選択的に供給する第１トランジスタと；
　第１走査信号によってデータ信号を選択的に前記第１トランジスタの第１電極に伝達す
る第２トランジスタと；
　前記第１走査信号によって選択的に前記第１トランジスタをダイオード連結させる第３
トランジスタと；
　前記第１トランジスタの第１電極にデータ電圧が印加される間に，前記第１トランジス
タのゲートに印加された電圧を充電して前記発光素子の発光期間の間前記第１トランジス
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タの前記ゲートに前記充電された電圧が維持されるようにするキャパシタと；
　第２走査信号によって選択的に前記キャパシタに初期化信号を伝達する第４トランジス
タと；
　前記第１発光制御信号によって前記第１電源を前記第１トランジスタに選択的に伝達す
る第５トランジスタと；
　前記第２発光制御信号によって前記第１電源を前記第１トランジスタに選択的に伝達す
る第６トランジスタと；
　前記第３発光制御信号によって前記第１電源を前記第１トランジスタに選択的に伝達す
る第７トランジスタと；
を有することを特徴とする，発光表示装置。
【請求項２】
　前記スイッチング回路は，
　第１電極は前記駆動回路に連結され，第２電極は前記第１発光素子に連結される第１ス
イッチング素子と；
　第１電極は前記駆動回路に連結され，第２電極は前記第２発光素子に連結される第２ス
イッチング素子と；
　第１電極は前記駆動回路に連結され，第２電極は前記第３発光素子に連結される第３ス
イッチング素子を有し，
　前記第１～第３スイッチング素子のゲートは，前記第１～第３発光制御信号の中で互い
に異なる発光制御信号の入力を受けて動作することを特徴とする，請求項１に記載の発光
表示装置。
【請求項３】
　前記第２走査信号は，前記第１走査信号より以前のタイミングにアクティブになるよう
走査線から伝達される信号であることを特徴とする，請求項１または２のいずれかに記載
の発光表示装置。
【請求項４】
　前記初期化電圧は，前記第２走査信号によって伝達される電圧であることを特徴とする
，請求項１～３のいずれかに記載の発光表示装置。
【請求項５】
　前記初期化電圧は，前記第１トランジスタを経て電流が流れない時の前記発光素子に印
加された電圧であることを特徴とする，請求項１～３のいずれかに記載の発光表示装置。
【請求項６】
　赤，緑及び青をそれぞれ発光する第１～第３発光素子と；
　前記第１～第３発光素子を駆動するための駆動回路と；
　前記第１～第３発光素子と前記駆動回路との間に連結され，前記第１～第３発光素子の
駆動を順次制御するためのスイッチング回路と；
を備え，
　同一のデータ線を介して前記データ信号の伝達を受けて隣接した第１～第３画素は，前
記第１画素の前記第１発光素子～第３発光素子の発光順序と，前記第２画素の前記第１発
光素子～第３発光素子の発光順序と，前記第３画素の前記第１発光素子～第３発光素子の
発光順序と，がそれぞれ異なるように具現され，
　前記駆動回路は，
　ソースは第２ノードに連結され，ドレインは第１ノードに連結され，ゲートは第３ノー
ドに連結される第１トランジスタと；
　ソースは前記データ線に連結され，ドレインは前記第２ノードに連結され，ゲートは第
１走査線に連結される第２トランジスタと；
　ソースは前記第１ノードに連結され，ドレインは前記第３ノードに連結され，ゲートは
前記第１走査線に連結される第３トランジスタと；
　ソースは初期化信号線に連結され，ドレインは前記第３ノードに連結され，ゲートは第
２走査線に連結される第４トランジスタと；
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　第１電極は前記第１電源に連結されて第２電極は前記第３ノードに連結されるキャパシ
タと；
　ソースは第１電源に連結され，ドレインは前記第２ノードに連結され，ゲートは第１発
光制御線に連結される第５トランジスタと；
　ソースは第１電源に連結され，ドレインは前記第１ノードに連結され，ゲートは第２発
光制御線に連結される第６トランジスタと；
　ソースは第１電源に連結され，ドレインは前記第１ノードに連結され，ゲートは第３発
光制御線に連結される第７トランジスタと，
を有することを特徴とする，発光表示装置。
【請求項７】
　前記スイッチング回路は，
　ソースは第１ノードに連結され，ドレインは前記第１発光素子に連結される第１スイッ
チング素子と；
　ソースは第１ノードに連結され，ドレインは前記第２発光素子に連結される第２スイッ
チング素子と；
　ソースは第１ノードに連結され，ドレインは前記第３発光素子に連結される第３スイッ
チング素子を含み，
　前記第１～第３スイッチング素子のゲートは，前記第１～第３発光制御信号の中で互い
に異なる発光制御線に連結されることを特徴とする，請求項６に記載の発光表示装置。
【請求項８】
　前記第２走査信号は，前記第１走査信号より以前のタイミングにアクティブになるよう
走査線から伝達される信号であることを特徴とする，請求項６または７に記載の発光表示
装置。
【請求項９】
　前記初期化信号線は発光素子のアノード電極に連結されることを特徴とする，請求項６
または７に記載の発光表示装置。
【請求項１０】
　赤，緑及び青をそれぞれ発光する第１～第３発光素子と；
　前記第１～第３発光素子を駆動するための駆動回路と；
　前記第１～第３発光素子及び前記駆動回路間に連結されて前記第１～第３発光素子の駆
動を順次制御するためのスイッチング回路と；
を備え，
　同一のデータ線を介して前記データ信号の伝達を受けて隣隣接した第１～第３画素は，
前記第１画素の前記第１発光素子～第３発光素子の発光順序と，前記第２画素の前記第１
発光素子～第３発光素子の発光順序と，前記第３画素の前記第１発光素子～第３発光素子
の発光順序が異なるように具現され，
　前記駆動回路は，
　ソースは第２ノードに連結され，ドレインは第１ノードに連結され，ゲートは第３ノー
ドに連結される第１トランジスタと；
　ソースはデータ線に連結され，ドレインは前記第１ノードに連結され，ゲートは第１走
査線に連結される第２トランジスタと；
　ソースは第２ノードに連結され，ドレインは前記第３ノードに連結され，ゲートは前記
第１走査線に連結される第３トランジスタと；
　ソースは初期化信号線に連結され，ドレインは前記第３ノードに連結され，ゲートは第
２走査線に連結される第４トランジスタと；
　第１電極は前記第１電源に連結されて第２電極は前記第３ノードに連結されるキャパシ
タと；
　ソースは第１電源に連結され，ドレインは前記第２ノードに連結され，ゲートは前記第
１発光制御線と連結される第５トランジスタと；
　ソースは第１電源に連結され，ドレインは前記第２ノードに連結され，ゲートは前記第
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２発光制御線と連結される第６トランジスタと；
　ソースは第１電源に連結され，ドレインは前記第２ノードに連結され，ゲートは前記第
３発光制御線と連結される第７トランジスタと，を有することを特徴とする，発光表示装
置。
【請求項１１】
　前記スイッチング回路は，
　ソースは第１ノードに連結され，ドレインは前記第１発光素子に連結される第１スイッ
チング素子と；
　ソースは第１ノードに連結され，ドレインは前記第２発光素子に連結される第２スイッ
チング素子と；
　ソースは第１ノードに連結され，ドレインは前記第３発光素子に連結される第３スイッ
チング素子を有し，
　前記第１～第３スイッチング素子のゲートは前記第１～第３発光制御信号の中で互いに
異なる発光制御線が連結されることを特徴とする，請求項１０に記載の発光表示装置。
【請求項１２】
　前記第２走査信号は，前記第１走査信号より以前のタイミングにアクティブになるよう
走査線から伝達される信号であることを特徴とする，請求項１０に記載の発光表示装置。
【請求項１３】
　前記初期化信号線は，発光素子のアノード電極に連結されることを特徴とする，請求項
１０に記載の発光表示装置。
【請求項１４】
　前記走査信号と前記発光制御信号を伝達する走査駆動部をさらに備えることを特徴とす
る，請求項１～１３のうちいずれかに記載の発光表示装置。
【請求項１５】
　前記データ信号を伝達するデータ駆動部をさらに備えることを特徴とする，請求項１～
１３のうちいずれかに記載の発光表示装置。
【請求項１６】
　前記データ駆動部は，一つのデータ線を介して第１～第３区間で赤，緑及び青に対する
情報を持つデータ信号を出力し，前記データ信号は前記第１区間では赤，緑，青の順序に
出力され，前記第２区間では緑，青，赤の順序に出力され，第３区間では青，赤，緑の順
序に出力されることを特徴とする，請求項１５に記載の発光表示装置。
【請求項１７】
　前記データ駆動部は，前記一つの走査信号が複数の前記駆動回路に伝達される時，各デ
ータ線に赤，緑及び青のデータを出力することを特徴とする，請求項１５に記載の発光表
示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は画素回路及び発光表示装置に関し，さらに詳しく説明すれば，複数の発光素子
が一つの画素回路に連結されて発光するようにして発光表示装置の開口率を高めるように
する画素回路及び発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近，陰極線管の短所である重さと嵩を減らすことができる各種平板表示装置が開発さ
れている。平板表示装置としては液晶表示装置，電界放出表示装置，プラズマ表示パネル
及び発光表示装置などがある。
【０００３】
　発光素子は光を発散する薄膜である発光層がカソード電極とアノード電極の間に位する
構造を持って発光層に電子及び正孔を入れ込んでこれらを再結合させることで励気磁が生
成されて励気子が低いエネルギーに落ちながら発光する特性を持っている。



(5) JP 4368845 B2 2009.11.18

10

20

30

40

50

【０００４】
　このような発光素子は発光層が無機物または有機物で構成され，発光層の種類によって
無機発光素子と有機発光素子に区分される。
【０００５】
　図１は従来の技術による発光表示装置の一部分を示す回路図である。
【０００６】
　図１を参照して説明すれば，４個の画素が隣接して形成され，各画素は発光素子ＯＬＥ
Ｄ及び画素回路を含む。画素回路は第１トランジスタＭ１，第２トランジスタＭ２，第３
トランジスタＭ３及びキャパシタＣｓｔを含む。そして，第１トランジスタＭ１，第２ト
ランジスタＭ２及び第３トランジスタＭ３はそれぞれゲート，ソース及びドレインを持っ
て，キャパシタＣｓｔは第１電極と第２電極を持つ。
【０００７】
　各画素は同一の構成をして一番左側上位にある画素を説明すれば，第１トランジスタＭ
１はソースが電源供給線Ｖｄｄに連結され，ドレインが第３トランジスタＭ３のソースに
連結され，ゲートが第１ノードＡと連結される。第１ノードＡは第２トランジスタＭ２の
ドレインと連結される。第１トランジスタＭ１はデータ信号に対応される電流を発光素子
ＯＬＥＤに供給する機能を遂行する。
【０００８】
　第２トランジスタＭ２は，ソースがデータ線Ｄ１に連結され，ドレインが第１ノードＡ
と連結され，ゲートは第１走査線Ｓ１と連結される。そして，ゲートに印加される走査信
号によってデータ信号を第１ノードＡに伝達する。
【０００９】
　第３トランジスタＭ３は，ソースが第１トランジスタＭ１のドレインと連結され，ドレ
インは発光素子ＯＬＥＤのアノード電極に連結され，ゲートが発光制御線Ｅ１に連結され
，発光制御信号に応答する。したがって，発光制御信号によって第１トランジスタＭ１か
ら発光素子ＯＬＥＤに流れる電流の流れを制御して発光素子ＯＬＥＤの発光を制御する。
【００１０】
　キャパシタＣｓｔは，第１電極が電源供給線Ｖｄｄに連結され，第２電極が第１ノード
Ａに連結される。そして，データ信号による電荷を充電し，充電された電荷によって一フ
レームの時間の間第１トランジスタＭ１のゲートに信号を印加するようになり，第１トラ
ンジスタＭ１の動作を一フレームの時間の間維持させる。
【００１１】
　一方，従来の画素回路及び発光表示装置に関する技術を記載した文献としては，下記特
許文献１および２等がある。
【００１２】
【特許文献１】米国特許出願公開２００４／０１８３７５８Ａ１号明細書
【特許文献２】米国特許出願公開２００５／００９３７９１Ａ１号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかしながら，このような従来の発光表示装置に採用された画素は，一つの画素回路に
一つの発光素子ＯＬＥＤが連結され，複数の発光素子を発光するようにするためには複数
の画素回路が必要になり，画素回路を具現する素子の数が多くなるという問題点がある。
【００１４】
　また，画素行に一つの発光制御線と画素電源線が連結されることによって，配線が複雑
になって発光表示装置の開口率が落ちるという問題点がある。
【００１５】
　そこで，本発明は，このような問題に鑑みてなされたもので，その目的は，一つの画素
回路に複数の発光素子を連結して発光表示装置の素子数を減らして開口率を高め，複数の
発光素子の発光時点を調節して色分離現象を最小化することが可能な，新規かつ改良され
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た画素回路及び発光表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記課題を解決するために，本発明のある観点によれば，赤，緑及び青をそれぞれ発光
する第１～第３発光素子と；上記第１～第３発光素子を駆動するための駆動回路と；
　上記第１～第３発光素子と上記駆動回路との間に連結されて，上記第１～第３発光素子
の駆動を順次制御するためのスイッチング回路と，を備え，同一のデータ線を介して上記
データ信号の伝達を受けて隣接した第１～第３画素は，上記第１画素の上記第１発光素子
～第３発光素子の発光順序と上記第２画素の上記第１発光素子～第３発光素子の発光順序
と上記第３画素の上記第１発光素子～第３発光素子の発光順序と，がそれぞれ異なるよう
に具現され，上記駆動回路は，ゲートに印加される第１電圧に対応して第１電源の伝達を
受けて上記３個の発光素子に駆動電流を選択的に供給する第１トランジスタと；第１走査
信号によってデータ信号を選択的に上記第１トランジスタの第１電極に伝達する第２トラ
ンジスタと；上記第１走査信号によって選択的に上記第１トランジスタをダイオード連結
させる第３トランジスタと；上記第１トランジスタの第１電極にデータ電圧が印加される
間に，上記第１トランジスタのゲートに印加された電圧を充電して上記発光素子の発光期
間の間上記第１トランジスタの上記ゲートに上記充電された電圧が維持されるようにする
キャパシタと；第２走査信号によって選択的に上記キャパシタに初期化信号を伝達する第
４トランジスタと；上記第１発光制御信号によって上記第１電源を上記第１トランジスタ
に選択的に伝達する第５トランジスタと；上記第２発光制御信号によって上記第１電源を
上記第１トランジスタに選択的に伝達する第６トランジスタと；上記第３発光制御信号に
よって上記第１電源を上記第１トランジスタに選択的に伝達する第７トランジスタと；を
有することを特徴とする，発光表示装置が提供される。上記駆動回路１つに対して第１～
第３発光素子が連結され，上記駆動回路はそれぞれの発光素子を駆動する。
【００１７】
　また，上記スイッチング回路は，第１電極は上記駆動回路に連結され，第２電極は上記
第１発光素子に連結される第１スイッチング素子と；第１電極は上記駆動回路に連結され
，第２電極は上記第２発光素子に連結される第２スイッチング素子と；第１電極は上記駆
動回路に連結され，第２電極は上記第３発光素子に連結される第３スイッチング素子を有
し，上記第１～第３スイッチング素子のゲートは，上記第１～第３発光制御信号の中で互
いに異なる発光制御信号の入力を受けて動作してもよい。
【００１８】
　また，上記第２走査信号は，上記第１走査信号より以前のタイミングにアクティブにな
るよう走査線から伝達される信号であってもよい。
【００１９】
　また，上記初期化電圧は，上記第２走査信号によって伝達される電圧であってもよい。
【００２０】
　また，上記初期化電圧は，上記第１トランジスタを経て電流が流れない時の上記発光素
子に印加された電圧であってもよい。
【００２１】
　上記課題を解決するために，本発明の別の観点によれば，赤，緑及び青をそれぞれ発光
する第１～第３発光素子と；上記第１～第３発光素子を駆動するための駆動回路と；
　上記第１～第３発光素子と上記駆動回路との間に連結され，上記第１～第３発光素子の
駆動を順次制御するための順次制御回路と；を備え，同一のデータ線を介して上記データ
信号の伝達を受けて隣接した第１～第３画素は，上記第１画素の上記第１発光素子～第３
発光素子の発光順序と，上記第２画素の上記第１発光素子～第３発光素子の発光順序と，
上記第３画素の上記第１発光素子～第３発光素子の発光順序と，がそれぞれ異なるように
具現され，上記駆動回路は，第１電極は第２ノードに連結され，第２電極は第１ノードに
連結され，第３電極は第３ノードに連結される第１トランジスタと；第１電極は上記デー
タ線に連結され，第２電極は上記第２ノードに連結され，第３電極は第１走査線に連結さ
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れる第２トランジスタと；第１電極は上記第１ノードに連結され，第２電極は上記第３ノ
ードに連結され，第３電極は上記第１走査線に連結される第３トランジスタと；第１電極
は初期化信号線に連結され，第２電極は上記第３ノードに連結され，第３電極は第２走査
線に連結される第４トランジスタと；第１電極は上記第１電源に連結されて第２電極は上
記第３ノードに連結されるキャパシタと；第１電極は第１電源に連結され，第２電極は上
記第２ノードに連結され，第３電極は第１発光制御線に連結される第５トランジスタと；
第１電極は第１電源に連結され，第２電極は上記第１ノードに連結され，第３電極は第２
発光制御線に連結される第６トランジスタと；第１電極は第１電源に連結され，第２電極
は上記第１ノードに連結され，第３電極は第３発光制御線に連結される第７トランジスタ
と，を有することを特徴とする，発光表示装置が提供される。上記駆動回路１つに対して
第１～第３発光素子が連結され，上記駆動回路はそれぞれの発光素子を駆動する。
【００２２】
　また，上記スイッチング回路は，第１電極は第１ノードに連結され，第２電極は上記第
１発光素子に連結される第１スイッチング素子と；第１電極は第１ノードに連結され，第
２電極は上記第２発光素子に連結される第２スイッチング素子と；第１電極は第１ノード
に連結され，第２電極は上記第３発光素子に連結される第３スイッチング素子を含み，上
記第１～第３スイッチング素子の第３電極は，上記第１～第３発光制御信号の中で互いに
異なる発光制御線に連結されてもよい。
【００２３】
　また，上記第２走査信号は，上記第１走査信号より以前のタイミングにアクティブにな
るよう走査線から伝達される信号であってもよい。
【００２４】
　また，上記初期化信号線は発光素子のアノード電極に連結されてもよい。
【００２５】
　上記課題を解決するために，本発明の別の観点によれば，赤，緑及び青をそれぞれ発光
する第１～第３発光素子と；上記第１～第３発光素子を駆動するための駆動回路と；上記
第１～第３発光素子及び上記駆動回路間に連結されて上記第１～第３発光素子の駆動を順
次制御するための順次制御回路と；を備え，同一のデータ線を介して上記データ信号の伝
達を受けて隣隣接した第１～第３画素は，上記第１画素の上記第１発光素子～第３発光素
子の発光順序と，上記第２画素の上記第１発光素子～第３発光素子の発光順序と，上記第
３画素の上記第１発光素子～第３発光素子の発光順序が異なるように具現され，上記駆動
回路は，第１電極は第２ノードに連結され，第２電極は第１ノードに連結され，第３電極
は第３ノードに連結される第１トランジスタと；第１電極はデータ線に連結され，第２電
極は上記第１ノードに連結され，第３電極は第１走査線に連結される第２トランジスタと
；第１電極は第２ノードに連結され，第２電極は上記第３ノードに連結され，第３電極は
上記第１走査線に連結される第３トランジスタと；第１電極は初期化信号線に連結され，
第２電極は上記第３ノードに連結され，第３電極は第２走査線に連結される第４トランジ
スタと；第１電極は上記第１電源に連結されて第２電極は上記第３ノードに連結されるキ
ャパシタと；第１電極は第１電源に連結され，第２電極は上記第２ノードに連結され，第
３電極は上記第１発光制御線と連結される第５トランジスタと；第１電極は第１電源に連
結され，第２電極は上記第２ノードに連結され，第３電極は上記第２発光制御線と連結さ
れる第６トランジスタと；第１電極は第１電源に連結され，第２電極は上記第２ノードに
連結され，第３電極は上記第３発光制御線と連結される第７トランジスタと，を有するこ
とを特徴とする，発光表示装置が提供される。上記駆動回路１つに対して第１～第３発光
素子が連結され，上記駆動回路はそれぞれの発光素子を駆動する。
【００２６】
　また，上記スイッチング回路は，第１電極は第１ノードに連結され，第２電極は上記第
１発光素子に連結される第１スイッチング素子と；第１電極は第１ノードに連結され，第
２電極は上記第２発光素子に連結される第２スイッチング素子と；第１電極は第１ノード
に連結され，第２電極は上記第３発光素子に連結される第３スイッチング素子を有し，上
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記第１～第３スイッチング素子の第３電極は上記第１～第３発光制御信号の中で互いに異
なる発光制御線が連結されてもよい。
【００２７】
　また，上記第２走査信号は，上記第１走査信号より以前のタイミングにアクティブにな
るよう走査線から伝達される信号であってもよい。
【００２８】
　また，上記初期化信号線は，発光素子のアノード電極に連結されてもよい。
【００２９】
　また，上記走査信号と上記発光制御信号を伝達する走査駆動部をさらに備えてもよい。
【００３０】
　また，上記データ信号を伝達するデータ駆動部をさらに備えてもよい。
【００３１】
　また，上記データ駆動部は，一つのデータ線を介して第１～第３区間で赤，緑及び青に
対する情報を持つデータ信号を出力し，上記データ信号は上記第１区間では赤，緑，青の
順序に出力され，上記第２区間では緑，青，赤の順序に出力され，第３区間では青，赤，
緑の順序に出力されてもよい。
【００３２】
　また，上記データ駆動部は，上記一つの走査信号が複数の上記駆動回路に伝達される時
，各データ線に赤，緑及び青のデータを出力してもよい。
【発明の効果】
【００３３】
　以上説明したように，本発明によれば，一つの画素回路に複数の発光素子が連結される
ことによって発光表示装置の画素回路の数が減るようになって一つの発光素子に一つの画
素回路が連結される従来の技術よりさらに少ない素子の数を必要とし，画素回路の数が減
少することによって信号を伝達する走査，データ線及び発光制御線の数が減るようになっ
て走査駆動部とデータ駆動部の大きさを小さく具現することができ，不要な空間を減らす
ことができる。
【００３４】
　また，配線の数が減少することによって発光表示装置の開口率が高くなる。
【００３５】
　また，発光素子の発光順序を調節して発光表示装置の色分離現象を防止することができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３６】
　以下に，添付した図面を参照しながら，本発明の好適な実施の形態について詳細に説明
する。なお，本明細書及び図面において，実質的に同一の機能構成を有する発明特定事項
については，同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００３７】
　図２は，本発明による発光表示装置の第１実施形態を現わす構造図である。図２を参照
して説明すれば，発光表示装置は画像表示部１００，データ駆動部２００及び走査駆動部
３００と，を含む。
【００３８】
　画像表示部１００は，複数の発光素子を含む複数の画素１１０，１２０，行方向に配列
された複数の走査線Ｓ０，Ｓ１，Ｓ２，・・・Ｓｎ－１，Ｓｎ，行方向に配列された複数
の第１発光制御線Ｅ１１，Ｅ１２，・・・Ｅ１ｎ－１，Ｅ１ｎ，第２発光制御線Ｅ２１，
Ｅ２２，・・・Ｅ２ｎ－１，Ｅ２ｎ及び第３発光制御線Ｅ３１，Ｅ３２，・・・Ｅ３ｎ－
１，Ｅ３ｎ，列方向に配列された複数のデータ線Ｄ１，Ｄ２，・・・Ｄｍ－１，Ｄｍ及び
画素電源を供給する複数の画素電源線Ｖｄｄを含む。画素電源線Ｖｄｄは外部から電源の
印加を受けて画素電源（第１電源）を供給する。
【００３９】
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　そして，画素１１０，１２０は走査線Ｓ０，Ｓ１，Ｓ２，・・・Ｓｎ－１，Ｓｎを介し
て走査信号と以前走査線の走査信号の伝達を受け，データ線Ｄ１，Ｄ２，・・・Ｄｍ－１
，Ｄｍから伝達されるデータ信号によってデータ信号に対応される駆動電流を生成し，第
１発光制御線Ｅ１１，Ｅ１２，・・・Ｅ１ｎ－１，Ｅ１ｎ，第２発光制御線Ｅ２１，Ｅ１
２，・・・Ｅ２ｎ－１，Ｅ２ｎ及び第３発光制御線Ｅ３１，Ｅ３２，・・・Ｅ３ｎ－１，
Ｅ３ｎを介して伝達される発光制御信号によって駆動電流が発光素子ＯＬＥＤに伝達され
て画像が表現される。
【００４０】
　特に，一つの走査線に連結されて隣接した二つの第１画素１１０と第２画素１２０は一
つの画素電源線Ｖｄｄに連結されて画素電源の供給を受ける。
【００４１】
　データ駆動部２００は，データ線Ｄ１，Ｄ２，・・・Ｄｍ－１，Ｄｍと連結されて画像
表示部１００にデータ信号を伝達する。一つのデータ線は赤，緑，青のデータを順次伝達
する。
【００４２】
　走査駆動部３００は，画像表示部１００の側面に構成され，複数の走査線Ｓ０，Ｓ１，
Ｓ２，・・・Ｓｎ－１，Ｓｎと複数の第１発光制御線Ｅ１１，Ｅ１２，・・・Ｅ１ｎ－１
，Ｅ１ｎ～第３発光制御線Ｅ３１，Ｅ３２，・・・Ｅ３ｎ－１，Ｅ３ｎに連結されて走査
信号と発光制御信号を順次画像表示部１００に伝達する。
【００４３】
　図３は，図２の発光表示装置で採用された画像表示部の第１実施形態の一部分を現わす
回路図である。図３を参照して説明すれば，一つのデータ線に第１画素１１０と第２画素
１２０が連結され，第１画素１１０と第２画素１２０はそれぞれ駆動回路１１１，１２１
，スイッチング回路１１２，１２２及び第１，第２，第３発光素子ＯＬＥＤ１，ＯＬＥＤ
２，ＯＬＥＤ３と，を含む。
【００４４】
　駆動回路１１１，１２１は，第１トランジスタＭ１，第２トランジスタＭ２，キャパシ
タＣｓｔを含み，スイッチング回路１１２，１２２は第１スイッチング素子ＭＲ，第２ス
イッチング素子ＭＧ，第３スイッチング素子ＭＢと，を含む。また，第１，第２，第３発
光素子ＯＬＥＤ１，ＯＬＥＤ２，ＯＬＥＤ３と，を含む。そして，第１，第２，第３発光
素子ＯＬＥＤ１，ＯＬＥＤ２，ＯＬＥＤ３は赤，緑，青を発光する。また本実施形態にお
いて，トランジスタの第１電極はソースに相当し，第２電極はドレインに相当し，第３電
極はゲートに相当する。また，第１電圧とはデータ電圧としきい値電圧の差に相当する。
【００４５】
　第１画素を詳細に説明すると，第１トランジスタＭ１は，ソースは画素電源線Ｖｄｄに
連結されて，ドレインは第２ノードＢに連結され，ゲートは第１ノードＡに連結されて第
１ノードＡの電圧によって第２ノードＢに流れる電流を決定する。
【００４６】
　第２トランジスタＭ２は，ソースはデータ線Ｄｍに連結されて，ドレインは第１ノード
Ａに連結され，ゲートは走査線Ｓｎに連結される。
【００４７】
　キャパシタは，第１電極は画素電源線Ｖｄｄに連結され，第２電極は第１ノードＡに連
結されて画素電源と第１ノードの電圧の差にあたる電圧を充電する。
【００４８】
　第１スイッチング素子ＭＲは，ソースは第２ノードＢに連結されて，ドレインは第１発
光素子に連結されて，ゲートは一番目第１発光制御線Ｅ１１に連結されて選択的に第２ノ
ードＢに流れる電流を第１発光素子ＯＬＥＤ１に伝達する。
【００４９】
　第２スイッチング素子ＭＧは，ソースは第２ノードＢに連結されてドレインは第２発光
素子ＯＬＥＤ２に連結され，ゲートは一番目第２発光制御線Ｅ２１に連結されて選択的に
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第２ノードＢに流れる電流を第２発光素子ＯＬＥＤ２に伝達する。
【００５０】
　第３スイッチング素子ＭＢは，ソースは第２ノードＢに連結されてドレインは第３発光
素子ＯＬＥＤ３に連結され，ゲートは一番目第３発光制御線Ｅ３１に連結されて選択的に
第２ノードＢに流れる電流を第３発光素子ＯＬＥＤ３に伝達する。
【００５１】
　第２画素は，第１トランジスタＭ１は，ソースは画素電源線Ｖｄｄに連結されて，ドレ
インは第２ノードＢに連結され，ゲートは第１ノードＡに連結されて第１ノードＡの電圧
によって第２ノードＢに流れる電流を決定する。
【００５２】
　第２トランジスタＭ２は，ソースはデータ線Ｄｍに連結されて，ドレインは第１ノード
Ａに連結されて，ゲートは走査線Ｓｎに連結される。
【００５３】
　キャパシタは，第１電極は画素電源線Ｖｄｄに連結され，第２電極は第１ノードＡに連
結されて画素電源と第１ノードＡの電圧の差にあたる電圧を充電する。
【００５４】
　第１スイッチング素子ＭＲは，ソースは第２ノードＢに連結されて，ドレインは第１発
光素子ＯＬＥＤ１に連結されて，ゲートは二番目第１発光制御線Ｅ１２に連結されて選択
的に第２ノードＢに流れる電流を第１発光素子ＯＬＥＤ１に伝達する。
【００５５】
　第２スイッチング素子ＭＧは，ソースは第２ノードＢに連結されて，ドレインは第２発
光素子ＯＬＥＤ２に連結され，ゲートは二番目第２発光制御線Ｅ２２に連結されて，選択
的に第２ノードＢに流れる電流を第２発光素子ＯＬＥＤ２に伝達する。
【００５６】
　第３スイッチング素子ＭＢは，ソースは第２ノードＢに連結されてドレインは第３発光
素子ＯＬＥＤ３に連結され，ゲートは二番目第３発光制御線Ｅ３２に連結されて選択的に
第２ノードＢに流れる電流を第３発光素子ＯＬＥＤ３に伝達する。
【００５７】
　図４ａ，４ｂは，図３の画像表示部に伝達される信号の波形を現わす波形図である。図
４ａを参照して画像表示部の動作を説明すれば，画像表示部は一番目走査信号と二番目走
査信号ｓ１，ｓ２，データ信号，一番目第１～第３発光制御信号ｅ１１～ｅ３１及び二番
目第１～第３発光制御信号ｅ１２～ｅ３２の伝達を受けて動作する。走査信号と発光制御
信号は第１区間～第３区間Ｔ１～Ｔ３の間を繰り返すようになる。図４ｂは発光制御信号
e１１，ｅ２１，ｅ３１，ｅ１２，ｅ２２，ｅ３２のタイミングを変更したものである。
図４ｂの例に限らず，様々な入力タイミングに変更することが可能である。
【００５８】
　まず，第１区間Ｔ１でデータ信号を介して赤データ信号が伝達され，この時，一番目走
査信号ｓ１によって赤データ信号が第１画素の第１トランジスタＭ１を経って第１ノード
Ａに伝達されれば，キャパシタＣｓｔは画素電源とデータ信号に差にあたる電圧を充電し
て下記数式１にあたる電圧が第１トランジスタＭ１のゲートソース間に伝達される。
【００５９】
【数１】

【００６０】
　ここで，Ｖｇｓは第１トランジスタＭ１のゲートソース間の電圧，Ｖｄｄは画素電源の
電圧，Ｖｄａｔａはデータ信号の電圧にあたる。したがって，第２ノードＢには下記数式
２にあたる電流が流れるようになる。
【００６１】
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【数２】

【００６２】
　ここで，Ｖｇｓは第１トランジスタＭ１のゲートソース間の電圧，Ｖｄｄは画素電源の
電圧，Ｖｄａｔａはデータ信号の電圧，Ｖｔｈは第１トランジスタＭ１のしきい値電圧，
βは第１トランジスタＭ１の利得係数（ｇａｉｎ　ｆａｃｔｏｒ）にあたる。そして，一
番目第１発光制御信号ｅ１１によって上記数式２にあたる電流が第１発光素子ＯＬＥＤ１
で伝達されて第１画素回路の第１発光素子ＯＬＥＤ１は赤を発光するようになる。
【００６３】
　また，二番目走査信号ｓ２によって二番目画素回路が選択されて二番目画素回路に赤デ
ータ信号が伝達され，二番目画素回路の第２ノードＢに上記数式２にあたる電流が流れる
ようになる。そして，二番目第１発光制御信号ｅ１２によって第２画素回路の第１発光素
子ＯＬＥＤ１に電流が伝達されて赤が発光するようになる。
【００６４】
　そして，第２区間Ｔ２で一番目走査信号ｓ１によって一番目画素回路が選択され，この
時，緑のデータ信号が伝達されて一番目第２発光制御信号ｅ２１によって第１画素回路の
第２発光素子ＯＬＥＤ２が選択されて第２発光素子ＯＬＥＤ２は緑を発光するようになる
。
【００６５】
　また，二番目走査信号ｓ２によって二番目画素回路が選択され，二番目画素回路に緑デ
ータ信号が伝達され，二番目画素回路の第２ノードＢで上記数式２にあたる電流が流れる
ようになる。そして，二番目第２発光制御信号ｅ２２によって第２画素回路の第２発光素
子ＯＬＥＤ２で電流が伝達されて緑が発光するようになる。
【００６６】
　そして，第３区間Ｔ３で一番目走査信号ｓ１によって一番目画素回路が選択され，この
時，青のデータ信号が伝達されて一番目第３発光制御信号ｅ３１によって第１画素回路の
第３発光素子ＯＬＥＤ３が選択されて第３発光素子は青を発光するようになる。
【００６７】
　また，二番目走査信号ｓ２によって二番目画素回路が選択され，二番目画素回路に青デ
ータ信号が伝達され，二番目画素回路の第２ノードＢで上記数式２にあたる電流が流れる
ようになる。そして，二番目第３発光制御信号ｅ３２によって第２画素回路の第３発光素
子ＯＬＥＤ３に電流が伝達されて青が発光するようになる。
【００６８】
　一番目第１発光制御信号ｅ１１，一番目第２発光制御信号ｅ１２，一番目第１発光制御
信号ｅ１３の立ち下がりはｓ２の立ち上がりに同期し，立ち上がりはｓ１の立ち下がりに
同期する。二番目第１発光制御信号ｅ２１，二番目第２発光制御信号ｅ２２，二番目第２
発光制御信号ｅ２３の立ち下がりはｓ３の立ち上がりに同期し，立ち上がりはｓ２の立ち
下がりに同期する。
【００６９】
　したがって，一つの画素回路を介して３個の発光素子が制御されるので，画像表示部１
００に必要な素子数が減るようになって画像表示部１００の開口率の高くなる長所がある
。しかし，第１区間Ｔ１（第１サブフィールド）では赤が発光され，第２区間Ｔ２（第２
サブフィールド）では緑が発光され，第３区間Ｔ３（第３サブフィールド）では青が発光
するようになって一つの区間に一つの色のみが発光するようになって色分離現象が現われ
るという問題点があり，第１トランジスタＭ１のしきい値電圧の偏差による電流値が変化
して画像の品位が落ちることになる。
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【００７０】
　図５ａ～図５ｃは図４ａの信号によって図３の発光表示装置が一フレームの時間の間発
光することを現わす図面である。また，図６ａ～図６ｃは図４ｂの信号によって図３の発
光表示装置が一フレームの時間の間発光することを現わす図面である。図５ａ～図５ｃを
参照して説明すれば，図５ａ～図５ｃは，一つのフレームに含まれる第１～第３サブフィ
ールドであり，図５ａに図示されているように第１サブフィールドで赤，緑及び青が発光
し，図５ｂに図示されているように第２サブフィールドで赤，緑及び青が発光する。
【００７１】
　また，図５ｃに図示されているように第３サブフィールドで赤，緑及び青が発光するよ
うになって，各サブフィールドはすべての色を発光するようになる。しかし，一つの行だ
けをよく見れば，各サブフィールドの一つの行は同一の色を発光するようになる。したが
って，一つの画素回路を介して赤，緑及び青を発光する第１～第３発光素子ＯＬＥＤ３に
電流を供給しても一つのサブフィールドですべての色が表現されるので，色分離現象が大
きく現われなくなる。また，発光制御信号を図４ｂのように調節して図６ａ～図６ｃに図
示されたように発光させることができる。
【００７２】
　図７は，図２の発光表示装置で採用された画像表示部の第２実施形態の一部分を現わす
回路図である。図７を参照して説明すれば，一つのデータ線に３個の画素が連結されてお
り，一つの走査線に３個の画素が連結されて合計９個の画素が表現され，各画素を第１～
第９画素１１０ａ～１１０ｉと称する。
【００７３】
　各画素は，駆動回路１１１，スイッチング回路１１２と第１～第３発光素子ＯＬＥＤ３
を含み，各画素は駆動回路１１１は画素電源Ｖｄｄ，データ信号及び走査信号ｓ１の伝達
を受けて電流を生成して第１ノードＡに流れるようにする。
【００７４】
　各画素に含まれているスイッチング回路１１２は，第１～第３スイッチング素子ＭＲ～
ＭＢを含み，第１スイッチング素子ＭＲは，ソースは第１ノードＡに連結されてドレイン
は第１発光素子ＯＬＥＤ１に連結され，第２スイッチング素子ＭＧは，ソースは第１ノー
ドＡに連結されてドレインは第２発光素子ＯＬＥＤ２に連結される。そして，第３スイッ
チング素子ＭＢは，ソースは第１ノードＡに連結されてドレインは第３発光素子ＯＬＥＤ
３に連結される。
【００７５】
　そして，一番目第１発光制御線Ｅ１１には順に第１画素１１０ａの第１スイッチング素
子ＭＲ，第２画素１１０ｂの第２スイッチング素子ＭＧ及び第３画素１１０ｃの第３スイ
ッチング素子ＭＢのゲートが連結され，一番目第２発光制御線Ｅ２１には順に第１画素１
１０ａの第２スイッチング素子ＭＧ，第２画素１１０ｂの第３スイッチング素子ＭＢ及び
第３画素１１０ｃの第１スイッチング素子ＭＲが連結される。
【００７６】
　また，一番目第３発光制御線Ｅ３１には順に第１画素１１０ａの第３スイッチング素子
ＭＢ，第２画素１１０ｂの第１スイッチング素子ＭＲ及び第３画素１１０ｃの第２スイッ
チング素子ＭＧが連結される。
【００７７】
　そして，二番目第１発光制御線Ｅ１２には順に第４画素１１０ｄの第２スイッチング素
子，第５画素１１０ｅの第３スイッチング素子ＭＢ及び第６画素１１０ｆの第１スイッチ
ング素子ＭＲのゲートが連結され，二番目第２発光制御線Ｅ２２には順に第４画素１１０
ｄの第３スイッチング素子ＭＢ，第５画素１１０ｅの第１スイッチング素子ＭＲ及び第６
画素１１０ｆの第２スイッチング素子ＭＧが連結される。
【００７８】
　また，二番目第３発光制御線Ｅ３２には順に第４画素１１０ｄの第１スイッチング素子
ＭＲ，第５画素１１０ｅの第２スイッチング素子ＭＧ及び第６画素１１０ｆの第３スイッ
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チング素子ＭＢが連結される。
【００７９】
　そして，三番目第１発光制御線Ｅ１３には順に第７画素１１０ｇの第３スイッチング素
子，第８画素１１０ｈの第１スイッチング素子ＭＲ及び第９画素１１０ｉの第２スイッチ
ング素子ＭＧのゲートが連結され，二番目第２発光制御線Ｅ２２には順に第７画素１１０
ｇの第１スイッチング素子ＭＲ，第８画素１１０ｈの第２スイッチング素子ＭＧ及び第９
画素１１０ｉの第３スイッチング素子ＭＢが連結される。
【００８０】
　また，三番目第３発光制御線Ｅ３３には順に第７画素１１０ｇの第２スイッチング素子
ＭＧ，第８画素１１０ｈの第３スイッチング素子ＭＢ及び第９画素１１０ｉの第１スイッ
チング素子ＭＲが連結される。
【００８１】
　図８は，図７の発光表示装置に伝達される信号の波形を現わす波形図である。図８を参
照して画像表示部の動作を説明すれば，画像表示部１００は一番目第１～第３発光制御信
号ｅ１１～ｅ３１，二番目第１～第３発光制御信号ｅ１２～ｅ３２及び三番目第１～第３
発光制御信号ｅ１３～ｅ３３の伝達を受けて電流を発光素子に伝達し，一番目第１～第３
発光制御信号ｅ１１～ｅ３１，二番目第１～第３発光制御信号ｅ１２～ｅ３２及び三番目
第１～第３発光制御信号ｅ１３～ｅ３３は第１区間～第３区間Ｔ１～Ｔ３の間を繰り返す
ようになる。
【００８２】
　第１区間Ｔ１では，駆動回路１１１に一番目走査信号ｓ１が伝達される時，第１データ
線Ｄ１を介して赤データ信号，第２データ線Ｄ２を介して緑データ信号，第３データ線Ｄ
３を介して青データ信号が伝達されるようにし，第１画素１１０ａで赤を発光して第２画
素１１０ｂでは緑を発光して第３画素１１０ｃでは青を発光するようにする。
【００８３】
　そして，駆動回路１１１に二番目走査信号ｓ２が伝達される時，第１データ線Ｄ１を介
して緑データ信号，第２データ線Ｄ２を介して青データ信号，第３データ線Ｄ３を介して
赤データ信号が伝達するようにして第４画素１１０ｄで緑を発光し，第５画素１１０ｅで
は青を発光して第６画素１１０ｆでは赤を発光するようにする。
【００８４】
　また，駆動回路１１１に三番目走査信号ｓ３が伝達される時，第１データ線Ｄ１を介し
て青データ信号，第２データ線Ｄ２を介して赤データ信号，第３データ線Ｄ３を介して緑
データ信号が伝達するようにし，第７画素１１０ｇで青を発光して第８画素１１０ｈで赤
を発光して第９画素１１０ｉで緑を発光するようにする。
【００８５】
　また，第２区間Ｔ２では，駆動回路１１１に一番目走査信号ｓ１が伝達する時第１デー
タ線Ｄ１を介して緑データ信号，第２データ線Ｄ２を介して青データ信号，第３データ線
Ｄ３を介して赤データ信号が伝達されるようにし，第１画素１１０ａで緑を発光して第２
画素１１０ｂでは青を発光して第３画素１１０ｃでは赤を発光するようにする。
【００８６】
　そして，駆動回路１１１に二番目走査信号ｓ２が伝達される時，第１データ線Ｄ１を介
して青データ信号，第２データ線Ｄ２を介して赤データ信号，第３データ線Ｄ３を介して
緑データ信号が伝達されるようにし，第４画素１１０ｄで青を発光して第５画素１１０ｅ
では赤を発光して第６画素１１０ｆでは緑を発光するようにする。
【００８７】
　また，駆動回路１１１に三番目走査信号ｓ３が伝達される時，第１データ線Ｄ１を介し
て赤データ信号，第２データ線Ｄ２を介して緑データ信号，第３データ線Ｄ３を介して青
データ信号が伝達されるようにし，第７画素１１０ｇで赤を発光して第８画素１１０ｈで
緑を発光して第９画素１１０ｉで青を発光するようにする。
【００８８】
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　また，第３区間Ｔ３では，駆動回路１１１に一番目走査信号ｓ１が伝達される時，第１
データ線Ｄ１を介して青データ信号，第２データ線Ｄ２を介して赤データ信号，第３デー
タ線Ｄ３を介して緑データ信号が伝達されるようにし，第１画素１１０ａで青を発光して
第２画素１１０ｂでは赤を発光して第３画素１１０ｃでは緑を発光するようにする。
【００８９】
　そして，駆動回路１１１に二番目走査信号ｓ２が伝達される時，第１データ線Ｄ１を介
して赤データ信号，第２データ線Ｄ２を介して緑データ信号，第３データ線Ｄ３を介して
青データ信号が伝達されるようにし，第４画素１１０ｄで赤を発光して第５画素１１０ｅ
では緑を発光して第６画素１１０ｆでは青を発光するようにする。
【００９０】
　また，駆動回路１１１に三番目走査信号ｓ３が伝達される時，第１データ線Ｄ１を介し
て緑データ信号，第２データ線Ｄ２を介して青データ信号，第３データ線Ｄ３を介して赤
データ信号が伝達されるようにし，第７画素１１０ｇで緑を発光して第８画素１１０ｈで
青を発光して第９画素１１０ｉで赤を発光するようにする。
【００９１】
　図９ａ～図９ｃは図８の信号によって発光表示装置が一フレームの時間の間発光するこ
とを現わす図面である。図９ａ～図９ｃの左上から順に右へ向かって，ＲＧＢ１セットで
第１画素１１０ａ，第２画素１１０ｂ，第３画素１１０ｃとなり，２行目左から同様にＲ
ＧＢ１セットで第４画素１１０ｄ，第５画素１１０ｅ，第６画素１１０ｆとなる。３行目
左から同様にＲＧＢ１セットで第７画素１１０ｇ，第８画素１１０ｈ，第９画素１１０ｉ
となる。
【００９２】
　図９ａ～９ｃを参照して説明すれば，図９ａ～図９ｃは一つのフレームに含まれる第１
～第３サブフィールドであり，図９ａに図示されているように第１サブフィールドで赤，
緑及び青が発光し，図９ｂに図示されているように第２サブフィールドで赤，緑及び青が
発光する。そして，図９ｃに図示されているように第３サブフィールドで赤，緑及び青が
発光するようになる。
【００９３】
　また，一つのサブフィールドの一つの行を詳細に見れば，各行に赤，緑及び青が現われ
るようになって，図５ａ～図５ｃまたは図６ａ～図６ｃに図示されているものと差が発生
する。このような差異によって色分離現象が改善される。
【００９４】
　図１０は，図７の駆動回路の第１実施形態が採用された画素を現わす回路図である。
【００９５】
　図１０を参照して説明すれば，画素回路は第１～第７トランジスタＭ１～Ｍ７，第１ス
イッチング素子～第３スイッチング素子ＭＲ，ＭＧ，ＭＢ及びキャパシタＣｓｔに形成さ
れ，各トランジスタと各スイッチング素子は，ソース，ドレイン及びゲートを具備する。
そして，キャパシタＣｓｔは第１電極と第２電極を具備する。
【００９６】
　第１～第７トランジスタＭ１～Ｍ７と，第１スイッチング素子～第３スイッチング素子
ＭＲ，ＭＧ，ＭＢのドレインとソースは物理的に差がなく，ソース及びドレインをそれぞ
れ第１及び第２電極と称することができる。また，ゲートを第３電極と称することができ
る。
【００９７】
　第１トランジスタＭ１は，ドレインが第１ノードＡと連結され，ソースは第２ノードＢ
に連結され，ゲートは第３ノードＣに連結されて第３ノードＣの電圧によって第２ノード
Ｂから第１ノードＡに電流を流すようにする。
【００９８】
　第２トランジスタＭ２は，ソースがデータ線Ｄｍに連結され，ドレインは第２ノードＢ
に連結され，ゲートは第１走査線Ｓｎに連結されて第１走査線Ｓｎを介して伝達される第
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１走査信号ｓｎによってスイッチング動作をし，データ線Ｄｍを介して伝達されるデータ
信号を選択的に第２ノードＢに伝達する。
【００９９】
　第３トランジスタＭ３は，ソースが第１ノードＡに連結されてドレインは第３ノードＣ
に連結され，ゲートは第１走査線Ｓｎに連結されて第１走査線Ｓｎを介して伝達される第
１走査信号ｓｎによって第１ノードＡと第３ノードＣの電位を等しくして第１トランジス
タＭ１がダイオード連結になるようにする。
【０１００】
　第４トランジスタＭ４は，ソースとゲートが第２走査線Ｓｎ－１に連結されてドレイン
は第３ノードＣに連結され，第３ノードＣに初期化信号を伝達する。初期化信号は第１走
査信号ｓｎが入力される行より１行先に行に入力される第２走査信号ｓｎ－１で，第２走
査線Ｓｎ－１を介して伝達を受ける。第２走査線Ｓｎ－１は第１走査線Ｓｎが連結された
行より１行だけ先にある行に連結される走査線を意味する。
【０１０１】
　第５トランジスタＭ５は，ソースが画素電源線Ｖｄｄに連結されてドレインは第２ノー
ドＢに連結され，ゲートは第１発光制御線Ｅ１ｎに連結されて第１発光制御線Ｅ１ｎを介
して伝達される第１発光制御信号ｅ１ｎによって画素電源を第２ノードＢに選択的に伝達
する。
【０１０２】
　第６トランジスタＭ６は，ソースが画素電源線Ｖｄｄに連結されてドレインは第２ノー
ドＢに連結され，ゲートは第２発光制御線Ｅ２ｎに連結されて第２発光制御線Ｅ２ｎを介
して伝達される第２発光制御信号ｅ２ｎによって画素電源を第２ノードＢに選択的に伝達
する。
【０１０３】
　第７トランジスタＭ７は，ソースが画素電源線Ｖｄｄに連結されてドレインは第２ノー
ドＢに連結され，ゲートは第３発光制御線Ｅ３ｎに連結されて第３発光制御線Ｅ３ｎを介
して伝達される第３発光制御信号ｅ３ｎによって画素電源を第２ノードＢに選択的に伝達
する。
【０１０４】
　第１スイッチング素子ＭＲは，ソースは第１ノードＡに連結されてドレインは第１発光
素子ＯＬＥＤ１に連結され，ゲートは第１発光制御線Ｅ１ｎに連結されて第１発光制御線
Ｅ１ｎを介して伝達される第１発光制御信号ｅ１ｎによって第１ノードＡに流れる電流を
第１発光素子ＯＬＥＤ１に流れるようにして第１発光素子ＯＬＥＤ１が発光するようにす
る。
【０１０５】
　第２スイッチング素子ＭＧは，ソースは第１ノードＡに連結されてドレインは第２発光
素子ＯＬＥＤ２に連結され，ゲートは第２発光制御線Ｅ２ｎに連結されて第２発光制御線
Ｅ２ｎを介して伝達される第２発光制御信号ｅ２ｎによって第１ノードＡに流れる電流を
第２発光素子ＯＬＥＤ２に流れるようにして第２発光素子ＯＬＥＤ２が発光するようにす
る。
【０１０６】
　第３スイッチング素子ＭＢは，ソースは第１ノードＡに連結されてドレインは第３発光
素子ＯＬＥＤ３に連結され，ゲートは第３発光制御線Ｅ３ｎに連結されて第３発光制御線
Ｅ３ｎを介して伝達される第３発光制御信号ｅ３ｎによって第１ノードＡに流れる電流を
第３発光素子ＯＬＥＤ３に流れるようにして第３発光素子ＯＬＥＤ３が発光するようにす
る。
【０１０７】
　キャパシタＣｓｔは，第１電極は画素電源線Ｖｄｄに連結されて第２電極は第３ノード
Ｃに連結され，第４トランジスタＭ４を介して第３ノードＣに伝達される初期化信号によ
ってキャパシタＣｓｔが初期化され，データ信号に対応される電圧を充電して第３ノード
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Ｃに伝達して第１トランジスタＭ１のゲート電圧を一定期間の間維持させる。
【０１０８】
　図１１は，図８の駆動回路の第２実施形態が採用された画素を現わす回路図である。図
１１を参照して説明すれば，画素回路は第１～第１２トランジスタＭ１～Ｍ１２とキャパ
シタＣｓｔに形成され，各トランジスタはソース，ドレイン及びゲートを具備する。そし
て，キャパシタＣｓｔは第１電極と第２電極を具備する。第１～第１２トランジスタＭ１
～Ｍ１２のドレインとソースは物理的に差がなく，ソース及びドレインをそれぞれ第１及
び第２電極と称することができる。
【０１０９】
　第１トランジスタＭ１は，ドレインが第１ノードＡと連結されてソースは第２ノードＢ
に連結され，ゲートは第３ノードＣに連結されて第３ノードＣの電圧によって第２ノード
Ｂで第１ノードＡに電流を流れるようにする。
【０１１０】
　第２トランジスタＭ２は，ソースがデータ線Ｄｍに連結されてドレインは第１ノードＡ
に連結され，ゲートは第１走査線Ｓｎに連結されて第１走査線Ｓｎを介して伝達される第
１走査信号ｓｎによってスイッチング動作をし，データ線Ｄｍを介して伝達されるデータ
信号を選択的に第１ノードＡに伝達する。
【０１１１】
　第３トランジスタＭ３は，ソースが第２ノードＢに連結されてドレインは第３ノードＢ
に連結され，ゲートは第１走査線Ｓｎに連結されて第１走査線Ｓｎを介して伝達される第
１走査信号ｓｎによって第２ノードＢと第３ノードＣの電位を等しくし，第１トランジス
タＭ１がダイオード連結になるようにする。
【０１１２】
　第４トランジスタＭ４は，ソースは発光素子ＯＬＥＤのアノード電極に連結されてドレ
インは第３ノードＣに連結され，ゲートは第２走査線Ｓｎ－１に連結されて第２走査信号
ｓｎ－１によって第１～第４発光素子ＯＬＥＤ１～ＯＬＥＤ４に電流が流れない時の電圧
を第３ノードＣに伝達する。この時，第２走査信号ｓｎ－１によって第３ノードＣに伝達
される電圧を，キャパシタＣｓｔを初期化する初期化信号として使う。図１１ではＯＬＥ
Ｄ３のアノード電極に連結された例を示したが，どのＯＬＥＤのアノード電極に接続され
てもよい。
【０１１３】
　第５トランジスタＭ５は，ソースが画素電源線Ｖｄｄに連結されてドレインは第２ノー
ドＢに連結され，ゲートは第１発光制御線Ｅ１ｎに連結されて第１発光制御線Ｅ１ｎを介
して伝達される第１発光制御信号ｅ１ｎによって画素電源を第２ノードＢに選択的に伝達
する。
【０１１４】
第６トランジスタＭ６は，ソースが画素電源線Ｖｄｄに連結されてドレインは第２ノード
Ｂに連結され，ゲートは第２発光制御線Ｅ２ｎに連結されて第２発光制御線Ｅ２ｎを介し
て伝達される第２発光制御信号ｅ２ｎによって画素電源を第２ノードＢに選択的に伝達す
る。
【０１１５】
第７トランジスタＭ７は，ソースが画素電源線Ｖｄｄに連結されてドレインは第２ノード
Ｂに連結され，ゲートは第３発光制御線Ｅ３ｎに連結されて第３発光制御線Ｅ３ｎを介し
て伝達される第３発光制御信号ｅ３ｎによって画素電源を第２ノードＢに選択的に伝達す
る。
【０１１６】
　第１スイッチング素子ＭＲは，ソースは第１ノードＡに連結されてドレインは第１発光
素子ＯＬＥＤ１に連結され，ゲートは第１発光制御線Ｅ１ｎに連結されて第１発光制御線
Ｅ１ｎを介して伝達される第１発光制御信号ｅ１ｎによって第１ノードＡに流れる電流を
第１発光素子ＯＬＥＤ１に流れるようにし，第１発光素子ＯＬＥＤ１が発光するようにす
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【０１１７】
　第２スイッチング素子ＭＧは，ソースは第１ノードＡに連結されてドレインは第２発光
素子ＯＬＥＤ２に連結され，ゲートは第２発光制御線Ｅ２ｎに連結されて第２発光制御線
Ｅ２ｎを介して伝達される第２発光制御信号ｅ２ｎによって第１ノードＡに流れる電流を
第２発光素子ＯＬＥＤ２に流れるようにし，第２発光素子ＯＬＥＤ２が発光するようにす
る。
【０１１８】
　第３スイッチング素子ＭＢは，ソースは第１ノードＡに連結されてドレインは第３発光
素子ＯＬＥＤ３に連結され，ゲートは第３発光制御線Ｅ３ｎに連結されて第３発光制御線
Ｅ３ｎを介して伝達される第３発光制御信号ｅ３ｎによって第１ノードＡに流れる電流を
第３発光素子ＯＬＥＤ３に流れるようにし，第３発光素子ＯＬＥＤ３が発光するようにす
る。
【０１１９】
　キャパシタＣｓｔは，第１電極は画素電源線Ｖｄｄに連結されて第２電極は第３ノード
Ｃに連結され，第４トランジスタＭ４を介して第３ノードＣに伝達される初期化信号によ
ってキャパシタＣｓｔが初期化され，データ信号に対応される電圧を充電して第３ノード
Ｃに伝達して第１トランジスタＭ１のゲート電圧を一定期間の間維持させる。
【０１２０】
　図１２は，図１０及び図１１の画素の動作を現わす波形図である。図１２を参照して説
明すれば，画素は第１及び第２走査信号ｓｎ及びｓｎ－１，データ信号及び第１，第２及
び第３発光制御信号ｅ１ｎｅ２ｎ及びｅ３ｎによって動作する。第１及び第２走査信号ｓ
ｎ及びｓｎ－１と第１～第４発光制御信号ｅ１ｎ，ｅ２ｎ，ｅ３ｎ，ｅｎ４は周期的な信
号であり，第２走査信号ｓｎ－１は第１走査信号ｓｎより以前の期間に走査ラインに伝達
される走査信号である。
【０１２１】
　まず，第２走査信号ｓｎ－１によって第４トランジスタＭ４がオン状態になり，図８の
場合は，第４トランジスタＭ４を介して第２走査信号ｓｎ－１がキャパシタＣｓｔに伝達
されてキャパシタＣｓｔが初期化され，図１１の場合には発光素子ＯＬＥＤが発光しない
うちに発光素子ＯＬＥＤに印加されている電圧が第４トランジスタＭ４を介してキャパシ
タＣｓｔに伝達されてキャパシタＣｓｔが初期化される。
【０１２２】
　そして，第１走査信号ｓｎによって第２トランジスタＭ２と第３トランジスタＭ３がオ
ン状態になり，第２ノードＢと第３ノードＣの電位が等しくなって第１トランジスタＭ１
がダイオード連結され，第２トランジスタＭ２を介してデータ信号が第２ノードＢに伝達
される。
【０１２３】
　したがって，データ信号は第２トランジスタＭ２と第１トランジスタＭ１と第３トラン
ジスタＭ３を経ってキャパシタＣｓｔの第２電極に伝達され，キャパシタＣｓｔにはデー
タ信号としきい値電圧の差にあたる電圧がキャパシタＣｓｔの第２電極に伝達される。
【０１２４】
　そして，第１走査信号ｓｎがまたハイ状態に転換された後，第１発光制御信号ｅ１ｎが
ロー状態に転換されて一定期間の間ロー状態を持続すれば，第１発光制御信号ｅ１ｎによ
って第５トランジスタＭ５と第９トランジスタＭ９がオン状態になって第１トランジスタ
Ｍ１のゲートとソースの間には下記数式３にあたる電圧が印加される。
【０１２５】
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【数３】

【０１２６】
　ここで，Ｖｓｇは第１トランジスタＭ１のソースとゲート電極の間の電圧，Ｖｄｄは画
素電源電圧，Ｖｄａｔａはデータ信号の電圧，Ｖｔｈは第１トランジスタＭ１のしきい値
電圧を現わす。そして，第９トランジスタＭ９がオン状態になって発光素子に電流が流れ
るようにし，下記数式４にあたる電流が流れるようになる。
【０１２７】

【数４】

【０１２８】
　ここで，Ｉは第１ノードＡに流れる電流，Ｖｇｓは第１トランジスタＭ１のゲートに印
加される電圧，Ｖｄｄは画素電源の電圧，Ｖｔｈは第１トランジスタＭ１のしきい値電圧
，Ｖｄａｔａはデータ信号の電圧を現わす。したがって，第１ノードＡに流れる電流は第
１トランジスタＭ１のしきい値電圧と関係なく流れるようになる。そして，第１ノードＡ
に流れる電流は，第１発光制御信号～第３発光制御信号ｅ１ｎ～ｅ３ｎによって第１発光
素子～第３発光素子に順次流れるようになる。
【０１２９】
　ここで，図１１及び図１２に図示されている画素は，ＰＭＯＳ形態のトランジスタに具
現されているが，ＮＭＯＳ形態のトランジスタに具現されれば，図１３に図示されている
波形が入力されて動作するようになる。
【０１３０】
　以上，添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが，本発明は
かかる例に限定されない。当業者であれば，特許請求の範囲に記載された技術的思想の範
疇内において，各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり，それらにつ
いても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【産業上の利用可能性】
【０１３１】
　本発明は，画素回路及び発光表示装置に適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１３２】
【図１】従来の技術による発光表示装置の一部分を現わす回路図である。
【図２】本発明の第１実施形態にかかる発光表示装置を説明する説明図である。
【図３】図２の発光表示装置で採用された画像表示部の第１実施形態の一部分を現わす回
路図である。
【図４ａ】図３の画像表示部に伝達される信号の波形を現わす波形図の一例である。
【図４ｂ】図３の画像表示部に伝達される信号の波形を現わす波形図の一例である。
【図５ａ】図３の発光表示装置において，図４ａの信号による第１サブフレームの発光状
態をあらわした図である。
【図５ｂ】図３の発光表示装置において，図４ａの信号による第２サブフレームの発光状
態をあらわした図である。
【図５ｃ】図３の発光表示装置において，図４ａの信号による第３サブフレームの発光状
態をあらわした図である。
【図６ａ】図３の発光表示装置において，図４ｂの信号による第１サブフレームの発光状
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【図６ｂ】図３の発光表示装置において，図４ｂの信号による第２サブフレームの発光状
態をあらわした図である。
【図６ｃ】図３の発光表示装置において，図４ｂの信号による第３サブフレームの発光状
態をあらわした図である。
【図７】図２の発光表示装置で採用された画像表示部の第２実施形態の一部分を現わす回
路図である。
【図８】図７の発光表示装置に伝達される信号の波形を現わす波形図である。
【図９ａ】図７の発光表示装置において，図８の信号による第１サブフレームの発光状態
をあらわした図である。
【図９ｂ】図７の発光表示装置において，図８の信号による第２サブフレームの発光状態
をあらわした図である。
【図９ｃ】図７の発光表示装置において，図８の信号による第３サブフレームの発光状態
をあらわした図である。
【図１０】図８の駆動回路の第１実施形態が採用された画素を現わす回路図である。
【図１１】図８の駆動回路の第２実施形態が採用された画素を現わす回路図である。
【図１２】図１０及び図１１の画素の動作を現わす波形図である。
【図１３】図１０及び図１１の画素がＮＭＯＳトランジスタで構成された場合の動作を現
わす波形図である。
【符号の説明】
【０１３３】
　１００　　　画像表示部
　１１０　　　画素
　２００　　　データ駆動部      
　３００　　　走査駆動部
　ＯＬＥＤ　　発光素子
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